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１．入札制度を改革し、談合をなくします。 
① 電子入札を取り入れ、談合の温床とされる指名競争入札を縮小します。  
② 一般競争入札の基準金額(１億 5千万円)を早急に引き下げます。  

２．白井梨ブランデー㈱を民営化し、ふるさと産品を育成します。 
① 市の保有する株式（6,930株、89.83%）を、適正価格で、市民に譲渡します。  
② その資金で常勤・有償の経営者を公募し、全面的に任せ、経営再建を図ります。  

３．北総鉄道の運賃を安くし、楽しいまちづくりをすすめます。 
① 成田新高速鉄道開通記念行事として、千葉ニュータウン花博を開催します。  
② 国際的なテーマパークの誘致など、北総線の沿線開発に取り組み、双方向の  

乗客を増やします。  
③ 「住職学遊」のバランスのとれたまちづくりを推進します。  

４．青少年の国際交流事業を飛躍的に拡大します。 
① 交流先にアメリカと中国を加えます。  

② 国際交流に、小・中学生のスポーツ交流を加えます。  

５．市町村合併は、行財政改革の原点から、再検討します。  

                        平成１８年１２月２０日  
               監 査 結 果 の 報 告 

                           白井市監査委員  木下 彰  
                           白井市監査委員  多田育民  

 （ 定 期 監 査 ）  
1.監査期日  平成１８年１１月８日(水) 
2.監査対象  市民経済部 ①市民参加推進課 ②市民課 ③交通防災課 ④農政課  

⑤商工振興課 ⑥企業誘致推進室  
3.監査結果 

 多田育民監査委員より  
  市民参加のまちづくりを所管する部課として市民への説明や協議には特に留意されたい。  
   ほか、特に指摘すべ事項はありません。  
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